
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
二
十
八
年
十
月
二
日(

日)

、

第
六
十
一
回
神
奈
川
県
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
が
、
相
模
女
子
大
学
グ
リ

ー
ン
ホ
ー
ル
を
会
場
に
七
〇
〇
余
名

の
参
加
者
が
一
同
に
会
し
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
県
身
連
鈴
木
副
会
長

の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、主
催
者

を
代
表
し
て
県
身
連
戸
井
田
会
長
、

神
奈
川
県
黒
岩
知
事
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
地
元
相
模
原
市
の
加
山
市
長
か

ら
歓
迎
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、県
知

事
及
び
県
身
連
会
長
よ
り
、受
賞
者
に

対
し
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、相
模
原
市
民
交
響
楽

団
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、終
わ
り

に
県
身
連
渡
邊
副
会
長
よ
り
閉
会
の

こ
と
ば
を
頂
き
、盛
会
の
う
ち
終
了
い

た
し
ま
し
た
。 

次
回
開
催
地
は
、
海
老
名
市
で
す
。 
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神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
敬
称
略
） 

○
自
立
支
援
功
労
者 

 
 

前
田

ま

え

だ 

孝
男

た

か

お

（
平
塚
市
） 

 
 

楠
く
す
の
き 

敬
子

け

い

こ

（
厚
木
市
） 

 
 

小
久
保

こ

く

ぼ

恭
子

き
ょ
う
こ

（
海
老
名
市
） 

 
 
 

 

 
 

県
身
連
会
長
表
彰
（
敬
称
略
） 

○
表
彰 

 

岩
澤

い
わ
さ
わ

眞 ま

知
子

ち

こ

（
横
須
賀
市
） 

八
代

や

し

ろ 

義
男

よ

し

お

（
相
模
原
市
） 

藤
田

ふ

じ

た 

健
二

け

ん

じ

（
秦
野
市
） 

 
 

開
沼

か
い
ぬ
ま

ク
ミ
子

 
 

こ

（
厚
木
市
） 

 
 

三 み

尋 ひ
ろ

木 ぎ

慶
子

け

い

こ

（
厚
木
市
） 

 
 

屋
敷

や

し

き 

昌
司

ま

さ

し

（
大
和
市
） 

 
 
 

○
感
謝
状 

 
 

進
藤

し
ん
ど
う

み
や
子 こ

（
鎌
倉
市
） 

 

林
は
や
し 

シ
ズ
エ
（
鎌
倉
市
） 

小
池

こ

い

け

の
り
子 こ

（
逗
子
市
） 

 

野
地

の

じ 

武
司

た

け

し

（
横
須
賀
市
） 

 

林
は
や
し 

 

文
代

ふ

み

よ

（
真
鶴
町
） 

 

 

 

(1) 第136号      身 障 か な が わ       平成28年10月15日 

(前文省略) 
一、私たちは、「私たちのことを、私たち抜きに決めないで」の条

約理念に基づく障害関連のあらゆる分野が着実に施行され障害
者福祉の向上が図られるよう、働きかけていきます。 

一、私たちは、障害者や障害関係団体の意見が十分に反映された差 

別禁止条例の制定に向けた取り組みが進められるよう、働きか 
けていきます。 

一、私たちは、障害者の防災対策や避難所における対応など、災害 

時の障害者への支援体制の充実が図られるよう、働きかけてい 
きます。 

一、私たちは、いつでもどこでも安心して暮らせる地域社会を創造
つ く る

 

ために、関係者との連携を強めながら、自らの力を十分に発揮 
するよう努力します。 

 
 
 
 
 
 
 

大 会 宣 言 

第
六
十
二
回 

 

神
奈
川
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会 

 

期
日 

平
成
二
十
九
年
十
月
十
五
日(

日) 
 

会
場 

海
老
名
市
文
化
会
館 

大
ホ
ー
ル 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
 

 
 

 
  

 
 

 

 
 

(2) 第136号        身 障 か な が わ      平成28年10月15日 

 

 

 
 

 
《神奈川県派遣選手》  
○身体障害者個人競技選手        〇知的障害者個人競技選手 

【陸上競技】                                           【陸上競技】 

名 前（ﾖ ﾐ） 市町村 区 分  名 前（ﾖ ﾐ） 市町村 

多   美瑛（ｵｵﾉ ﾖｼｴ） 鎌 倉 聴覚  粟屋 尚貴（ｱﾜﾔ ﾅｵｷ） 大 和 

佐々木啓介（ｻｻｷ ｹｲｽｹ） 藤 沢 肢体  梅若  舞（ｳﾒﾜｶ ﾏｲ） 小田原 

柏﨑 嘉則（ｶｼﾜｻﾞｷ ﾖｼﾉﾘ） 横須賀 肢体  鈴木  光（ｽｽﾞｷ ﾋｶﾙ） 小田原 

町田 和広（ﾏﾁﾀﾞ ｶｽﾞﾋﾛ） 大 和 視覚  才神 卓也（ｻｲｶﾞﾐ ﾀｸﾔ） 小田原 

小林 正一（ｺﾊﾞﾔｼ ﾏｻｶｽﾞ） 平 塚 視覚  石川 祐奈（ｲｼｶﾜ ﾕｲﾅ） 座 間 

坂田 慎一（ｻｶﾀ ｼﾝｲﾁ） 厚 木 視覚  岩澤 龍斗（ｲﾜｻﾜ ﾘｭｳﾄ） 葉 山 

戸部 千夏（ﾄﾍﾞ ﾁﾅﾂ） 伊勢原 視覚  西岡  航（ﾆｼｵｶ ﾜﾀﾙ） 海老名 

野口 英二（ﾉｸﾞﾁ ｴｲｼﾞ） 伊勢原 肢体  矢島 一也（ﾔｼﾞﾏ ｶｽﾞﾔ） 南足柄 

高橋 光義（ﾀｶﾊｼ ﾐﾂﾖｼ） 平 塚 聴覚  柴田 竜太（ｼﾊﾞﾀ ﾘｭｳﾀ） 小田原 

    花田 海都（ﾊﾅﾀ ｶｲﾄ） 伊勢原 

【水泳競技】                                             【水泳競技】  

森  一馬（ﾓﾘ ｶｽﾞﾏ） 開 成 肢体  佐々木雅広（ｻｻｷ ﾏｻﾋﾛ） 鎌 倉 

前川 昌之（ﾏｴｶﾜ ﾏｻﾕｷ） 大 和 肢体  東亭  瞳（ｱﾂﾞﾏﾃｲ ﾋﾄﾐ） 湯河原 

佐々木知亜紀（ｻｻｷ ﾁｱｷ） 真 鶴 肢体  宮田 拡樹（ﾐﾔﾀ ﾋﾛｷ） 座 間 

【卓球・ＳＴＴ】                                            【卓球・ＳＴＴ】 

田中 大貴（ﾀﾅｶ ﾋﾛｷ） 平 塚 聴覚  米山 翔汰（ﾖﾈﾔﾏ ｼｮｳﾀ） 茅ヶ崎 

辻村 琢光（ﾂｼﾞﾑﾗ ﾀｸﾐ） 南足柄 肢体  井上 雄輔（ｲﾉｳｴ ﾕｳｽｹ） 横須賀 

高橋 ミヤ（ﾀｶﾊｼ ﾐﾔ） 大 和 視覚  佐々木昭寛（ｻｻｷ ｱｷﾋﾛ） 寒 川 

落合三千男（ｵﾄｱｲ ﾐﾁｵ） 大 和 視覚    

【アーチェリー】 

石塚 孝志（ｲｼﾂﾞｶ ﾀｶｼ） 伊勢原 肢体    

【フライングディスク】                                        【フライングディスク】 

三富 六郎（ﾐﾄﾐ ﾛｸﾛｳ） 横須賀 肢体  山口  遼（ﾔﾏｸﾞﾁ ﾘｮｳ） 厚 木 

南場 厚志（ﾅﾝﾊﾞ ｱﾂｼ） 秦 野 肢体  遠藤 海斗（ｴﾝﾄﾞｳ ｶｲﾄ） 秦 野 

結束すみ子（ｹｯｿｸ ｽﾐｺ） 伊勢原 聴覚  森  秀樹（ﾓﾘ ﾋﾃﾞｷ） 横須賀 

古谷  要（ﾌﾙﾔ ｶﾅﾒ） 秦 野 肢体  植松さやか（ｳｴﾏﾂ ｻﾔｶ） 茅ヶ崎 

【ボウリング】 

    金野  樹（ｷﾝﾉ ﾀﾂｷ） 藤 沢 

    伊藤 正男（ｲﾄｳ ﾏｻｵ） 開 成 

    堀越よし子（ﾎﾘｺｼ ﾖｼｺ） 伊勢原 
 

  
《相模原市派遣選手》 

【陸上競技】                                             【陸上競技】 

名 前（ﾖ ﾐ） 市町村 区 分  名 前（ﾖ ﾐ） 市町村 

千葉 正弘（ﾁﾊﾞ ﾏｻﾋﾛ） 相模原 肢体  田中 秀太（ﾀﾅｶ ｼｭｳﾀ） 相模原 

中山 明義（ﾅｶﾔﾏ ｱｷﾖｼ） 相模原 視覚  島田  輝（ｼﾏダ ﾋｶﾙ） 相模原 

    谷村 健登（ﾀﾆﾑﾗ ｹﾝﾄ） 相模原 

    尾﨑 麻衣（ｵｻﾞｷ ﾏｲ） 相模原 

【水泳競技】                                             【水泳競技】 

奥山  浩（ｵｸﾔﾏ ﾋﾛｼ） 相模原 肢体  保田 純平（ﾔｽﾀﾞ ｼﾞｭﾝﾍﾟｲ） 相模原 

    清水 義斗（ｼﾐｽﾞ ﾖｼﾄ） 相模原 

    吉田 美紅（ﾖｼﾀﾞ ﾐｸ） 相模原 

【卓球・ＳＴＴ】                                            【卓球・ＳＴＴ】 

堀口 正和（ﾎﾘｸﾞﾁ ﾏｻｶｽﾞ） 相模原 聴覚  西村 翔太（ﾆｼﾑﾗ ｼｮｳﾀ） 相模原 

宇都木 茂（ｳﾂｷ ｼｹﾞﾙ） 相模原 視覚    

【アーチェリー】 

西村 芳健（ﾆｼﾑﾗ ﾖｼﾀｹ） 相模原 肢体    

【フライングディスク】 

葭岡栄美子（ﾖｼｵｶ ｴﾐｺ） 相模原 聴覚    

上村江佐雄（ｳｴﾑﾗ ｴｻｵ） 相模原 肢体    

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『
庁
舎
内
に
お
け
る
障
が
い
の
あ
る
方
の

働
く
場
の
確
保
』
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
福

祉
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
り
が
と
う
」
で
の
ふ
れ
あ

い
の
中
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
働
く
こ
と

に
対
し
て
生
き
が
い
を
感
じ
、
ま
た
、
市
民

の
方
の
障
が
い
に
対
す
る
理
解
の
芽
が
育

っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

○
販
売
日
時 

 

開
庁
日
（
平
日
） 

の
午
前
十
時
～
午
後
三
時 

○
実
施
場
所 

 

平
塚
市
役
所
本
館 

 

一
階
東
側
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
内 

で
ワ
ゴ
ン
販
売 

 

当
協
会
会
員
が
心
を
込
め
て
製
作
し
た

作
品
の
一
例
で
す
。 

          

ア
ニ
マ
ル
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
お
ち
ゃ
ん
子
人

形
、
ベ
ビ
ー
タ
オ
ル
等
か
わ
い
く
て
欲
し
く

な
る
よ
う
な
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。今
年

十
一
月
、
来
年
二
月
の
毎
週
火
曜
日
に
は
販

売
員
を
担
当
し
ま
す
。平
塚
市
役
所
に
出
掛

け
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
、声
を
掛

け
て
下
さ
い
。 

  

平
塚
市
肢
体
障
害
者 

協
会
の
活
動 

平
塚
市 

相
原

あ
い
は
ら 

貞 さ
だ

雄 お 

 
 

平
塚
市
肢
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
平 ひ

ら 

肢
協

し
き
ょ
う

）
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
設
立
さ
れ
、 

今
年
で
六
十
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。こ
こ
ま

で
歴
史
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
諸

先
輩
達
の
ご
尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

現
在
当
協
会
の
活
動
は
、
総
務
常
任 

委
員
会
等
で
内
容
を
検
討
し
な
が 

ら
進
め
て
お
り
ま
す
。
歴
代
か
ら
引 

き
継
い
で
い
る
行
事
、
新
し
く
起
こ 

し
た
行
事
等
会
員
に
無
理
な
く
参 

加
で
き
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う 

努
力
し
て
い
ま
す
。 

新
し
い
企
画
の
取
組
み
と
し
て
、
平
成 

二
十
六
年
七
月
よ
り
ひ
ら
つ
か
障
が 

い
者
福
祉
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
り
が
と
う
」

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
市
内
地
域
作
業
所
、

支
援
事
業
所
、
障
害
者
団
体
等
三
十
ケ
所

以
上
が
参
加
し
、
運
営
を
盛
上
げ
て
い
ま

す
。
福
祉
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
り
が
と
う
」
は
、

障
が
い
が
あ
る
方
へ
就
労
訓
練
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
障
が
い
者
の
就
労
意

欲
を
高
め
、自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会

参
加
へ
の
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、障
が
い

者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
平
塚
市
庁
舎
本
館
の
建
設

に
あ
た
り
、
障
害
者
団
体
か
ら
の
要
望
で 

潤
水
都
市
さ
が
み
は
ら 

相
模
原
市 

小
林

こ
ば
や
し 

 

登
の
ぼ
る 

 
 
 

 

平
成
二
十
二
年
に
相
模
原
市
と
城
山

町
、
津
久
井
町
、
相
模
湖
町
、
藤
野
町
が

合
併
し
て
全
国
で
十
九
番
目
に
神
奈
川

県
で
は
戦
後
初
め
て
の
政
令
指
定
都
市

に
な
り
ま
し
た
。
面
積
は
三
百
二
十
八
・

八
八
四
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
で
人
口
は
七

十
一
万
二
千
六
百
四
人
で
し
た
。
現
在
で

は
七
十
二
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。 

緑
区
、
中
央
区
、
南
区
の
地
域
か
ら
な

り
、
相
模
川
の
豊
か
な
流
れ
や
道
志
川

ど
う
し
が
わ

の

清
流
、
相
模
湖
、
津
久
井
湖
、
宮
ケ
瀬
湖

な
ど
の
首
都
圏
の
水
ガ
メ
を
有
し
て
お
り

清
ら
か
な
水
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
市

民
の
心
も
潤
い
満
ち
て
お
り
ま
す
。 

今
年
で
政
令
市
に
な
り
六
年
目
を
迎

え
行
政
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

例
え
ば
老
人
会
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
障

害
者
仲
間
な
ど
旧
城
山
町
、
津
久
井
町
、

相
模
湖
町
、
藤
野
町
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
活
動
し
て
お
り
統
合
が
難
し
く
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
も
施
設
や
場 

所
は
完
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
地
形
の
関

係
も
あ
り
政
令
指
定
都
市
で
あ
り
な
が
ら

横
浜
市
や
川
崎
市
の
様
に
単
独
で
出
来

な
い
状
況
に
あ
り
、
現
在
は
県
と
合
同
で 

開
催
し
て
い
る
状
態
で
す
。 

 

相
模
原
身
体
障
害
者
連
合
会
の
活
動

と
し
て
は
、
（
イ
）
賀
詞
交
歓
会
、
（
ロ
）

物
品
の
販
売
、
（
ハ
）
講
師
を
招
い
て
の

勉
強
会
、
（
ニ
）
春
と
秋
の
日
帰
り
社
会

見
学
旅
行
、
（
ホ
）
お
互
い
の
作
品
展
示

会
、
（
へ
）
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ラ
オ
ケ
会
、

（
ト
）
毎
週
月
曜
日
に
は
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
の
練
習
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
は
さ
ら
に
活
動
を
広
め
て
、
県
身

連
の
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
政
令

指
定
都
市
ら
し
く
単
独
で
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
で
き
る
よ
う
に
行
政
に
も
働
き
か

け
て
実
現
す
る
こ
と
を
会
員
一
同
願
っ
て

お
り
ま
す
。 
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分
、
二
号
車
が
十
時
四
十
五
分
に
到

着
し
ま
し
た
。
全
車
到
着
後
、
開
会

式
を
行
い
終
了
後
各
バ
ス
に
乗
車
し

富
士
山
五
合
目
へ
出
発
。
予
定
の
時

間
よ
り
一
時
間
遅
れ
て
い
た
為
、
五

合
目
到
着
後
に
す
ぐ
に
登
山
を
開
始

し
、
登
山
を
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
は

五
合
目
で
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

昼
食
は
開
会
式
に
て
各
自
十
二
時
三

十
分
を
目
安
に
摂
る
よ
う
説
明
し
満

喫
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 
十
四
時
三
十
分
に
五
合
目
を
あ
と

に
し
、
無
事
全
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
終
了
し
ま
し
た
。 

 
 

 

富
士
登
山
報
告 

県
身
連 

 

城
じ
ょ
う

重
じ
ゅ
う 

隼
人

は

や

と 
 

 

昨
年
は
雨
天
に
よ
り
登
山
す
る
事

が
で
き
な
か
っ
た
身
体
障
害
者
富
士

登
山
で
す
が
、今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ

七
月
十
四
日（
木
）に
開
催
し
ま
し
た
。

総
勢
百
五
十
四
名
が
参
加
し
、バ
ス
四

台
で
各
場
所
に
配
車
し
集
合
場
所
で

あ
る
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に 

向
か
い
ま
し
た
。当
日
の
朝
は
天 

気
予
報
通
り
の
曇
り
空
で
し
た
。 

国
道
二
四
六
号
線
走
行
中
に
雨 

が
少
し
パ
ラ
パ
ラ
と
降
り
注
い 

で
き
ま
し
た
が
、途
中
休
憩
ポ
イ 

ン
ト
の
東
名
高
速
道
路
足
柄
サ 

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
到
着
し
た
時 

に
は
、空
に
雲
は
無
く
な
り
快
晴 

に
な
っ
て
お
り
、太
陽
が
照
り
つ

く
中
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ

到
着
し
ま
し
た
。 

一
号
車
（
鎌
倉
・

逗
子
・
横
須
賀
・
三
浦
）
、
三
号
車
（
大

和
、
海
老
名
、
秦
野
・
中
井
・
伊
勢
原
・

松
田
町
）
は
集
合
時
間
通
り
十
時
に

富
士
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
到
着
し

ま
し
た
が
、
二
号
車
（
藤
沢
・
茅
ヶ
崎
・

大
磯
・
二
宮
・
小
田
原
）
、
五
号
車
（
相

模
原
・
愛
川
・
厚
木
）
の
二
台
交
通
渋

滞
に
遭
い
、
五
号
車
が
十
時
二
十
三 

第
八
回
神
奈
川
県
障
害
者 

文
化
・
芸
術
祭 

 

今
年
度
の
文
化
・
芸
術
祭
は
、
十
二

月
十
日
～
十
一
日
に
か
け
て
、小
田
原

市
民
会
館
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
文
化
・
芸
術
祭
は
、
障
害
者
が

地
域
で
活
動
し
て
い
る
音
楽
・
ダ
ン
ス

な
ど
の
発
表
と
書
道
・
写
真
・
絵
画
・

手
芸
な
ど
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。日

ご
ろ
か
ら
活
動
し
て
い
る
障
害
者
の

文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、是
非
皆

さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

  

【
会
場
】 

 

小
田
原
市
民
会
館 

小
ホ
ー
ル
・
展
示
室 

 
 

小
田
原
市
本
町
一
の
五
の
十
二 

※
入
場
は
無
料
で
す 

 

【
日
時
】 

 
 
 

 

展
示
室 

 
 
 
 

十
時
か
ら
十
六
時 

  
 

展
示
室 

 
 
 
 

十
時
か
ら
十
五
時 

  
 
 

小
ホ
ー
ル 

 
 
 
 

十
時
か
ら
十
五
時 

 

※
展
示
室
で
は
作
品
展
示
。 

 

小
ホ
ー
ル
は
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 
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12/10(土) 12/11(日) 

文
化
芸
術
祭
で
は
、
出
演
・
出
展
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

出
演
・
出
展
に
関
す
る
問
合
せ
は
、 

神
奈
川
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

《
推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
局
》 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
五-

三
一
一-

八
七
四
四 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
五-

三
一
六-

六
八
六
〇 

【
申
込
期
限
】 

 

平
成
二
十
八
年 

十
月
二
十
八
日(

金)

ま
で 

事業案内・報告 

「
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
」
で
発
生
し
た

事
件
に
お
い
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

ご
家
族
の
皆
様
に
は
謹
ん
で
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
負
傷
さ
れ

た
方
々
の
一
日
も
早
い
回
復
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江
ノ
島
、
右
手
に
披
露
山
、
左
手
先
に
は

「
石
原
裕
次
郎
三
回
忌
に
創
ら
れ
た
「
裕

次
郎
灯
台
」
が
あ
り
ま
す
。
圧
巻
は
日
没
。

日
が
沈
み
カ
メ
ラ
好
き
大
集
合
。
水
平
線

に
沈
む
夕
陽
が
ま
ち
を
「
あ
か
ね
色
に
変

え
る
大
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
」
を
と
ら
え
よ
う

と
。 

 

夕
陽
が
逗
子
を
包
み
込
む
頃
、
逗
子
ま

ち
の
一
日
が
終
わ
り
ま
す
。 

 

四
季
折
々
の
逗
子
海
岸
。 

 
海
は
様
々
な
様
相
を
呈
す
る
耀
く
顔
が

た
く
さ
ん
。
秋
の
海
・
冬
の
海
・
春
の
海
。

昼
と
夜
に
輝
き
が
変
わ
り
、「
荒
天
の
海
、

凪
」
。
雨
の
日
の
海
を
、
耀
き
を
知
る
人

は
、
意
外
に
少
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
疲
れ
た
心
と
身
体
を
解
放
し
た

い
と
き
に
は
「
逗
子
の
海
へ
行
こ
う
！
」 

 

何
が
待
っ
て
い
る
か
は
「
あ
な
た
の
笑

顔
」
し
だ
い
。 

 
「
よ
う
こ
そ
！
逗
子 

ハ
ー
フ
マ
イ
ル
・
ビ
ー
チ
」 

逗
子
市 

長
坂

な
が
さ
か 

祐
司

ゆ

う

じ 
 

 

三
浦
半
島
の
西
北
端
。
北
に
鎌
倉
。
南

に
葉
山
か
ら
横
須
賀
へ
相
模
湾
沿
い
に

続
く
。
東
に
横
浜
市
金
沢
区
を
挟
ん
で
東

京
湾
を
眺
め
ま
す
。
海
と
山
に
囲
ま
れ
て

別
荘
・
保
養
文
化
に
育
て
ら
れ
た
「
湘
南

の
ま
ち
逗
子
」
、
海
の
景
色
を
潮
風
に
乗

せ
て
届
け
ま
す
。 

 

季
節
は
夏
。
逗
子
海
岸
へ
の
散
策
。
私

は
肢
体
片
マ
ヒ
障
害
者
で
退
院
時
車
椅

子
。
今
は
歩
行
支
援
装
具
と
杖
で
の
歩
行

が
で
き
る
ま
で
に
。
途
中
再
発
も
あ
り
ま

し
た
。
繰
り
返
し
襲
う
ト
ラ
ブ
ル
を
「
押

し
寄
せ
る
荒
波
」
を
打
ち
砕
く
海
岸
の
如

く
押
し
返
す
。
今
年
も
夏
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
海
岸
入
口
に
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ト
イ
レ
」
配
置
な
ど
、
心
と
モ
ノ
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
、
紹
介
す
る
ス
ポ
ッ
ト
「
太
陽

の
季
節
」
の
記
念
碑
。
逗
子
海
岸
（
ハ
ー

フ
マ
イ
ル
・
ビ
ー
チ
）
の
真
中
か
ら
東
、

渚
橋
側
に
あ
り
ま
す
。
毎
夕
方
た
く
さ
ん

の
人
が
集
ま
る
。
そ
こ
か
ら
冬
場
に
見
ら

れ
る
富
士
方
向
を
眺
め
れ
ば
、
手
前
に 

第
二
十
回
小
田
原
市
障
害
者 

 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会 

小
田
原
市 

甘
粕

あ
ま
か
す 

 

明
あ
き
ら 

 

 

今
年
度
も
七
月
十
日
（
日
）
に
「
第

二
十
回
小
田
原
市
障
害
者
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
大
会
」
が
特
定
非
営
利
活
動

法
人
（
肢
体
・
聴
覚
・
視
覚
・
母
の
会
・

育
成
会
）
、
小
田
原
市
障
害
者
福
祉
協

議
会
の
主
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。参
加

者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
含
め
て

約
二
三
〇
名
が
参
加
し
、
卓
球
・
輪
投

げ
・
ダ
ー
ツ
等
、
十
四
種
目
を
体
育
館

で
行
い
、
ペ
タ
ン
ク
・
Ｆ
Ｄ
・
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
等
、六
種
目
を
ス
ポ
ー
ツ
広

場
に
て
行
い
ま
し
た
。全
て
の
競
技
で

順
位
を
つ
け
て
表
彰
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。各
自
自
由
に
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
カ
ー
ド
に
シ
ー
ル
を
貼
り
付

け
て
楽
し
み
ま
す
。
ま
た
、
今
回
も
競

技
前
に
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ク
ラ
ウ
ン 

み

ま
」さ
ん
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
と
オ
ペ

ラ
の
ア
リ
ア
で
世
に
も
珍
し
い
歌
劇

な
喜
劇
の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
会
場
参

加
型
で
行
い
、大
き
な
歓
声
が
起
こ
る

ほ
ど
今
年
も
大
変
盛
り
上
が
っ
た
大 

会
と
な
り
ま
し
た
。レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
は
例
年
十
月
に
行
い
ま
す
が
、

今
回
は
地
震
対
策
の
工
事
の
為
に
開

催
が
早
ま
り
七
月
と
な
り
ま
し
た
の

で
終
わ
る
頃
に
は
体
中
か
ら
汗
が
噴

き
出
し
ま
し
た
。こ
の
大
会
は
肢
体
障

害
者
だ
け
で
な
く
、五
団
体
か
ら
障
害

の
違
う
者
同
士
が
一
堂
に
集
ま
り

色
々
な
意
見
要
望
が
発
信
出
来
る
場

所
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
こ
れ
か

ら
も
継
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん

で
欲
し
い
で
す
。 

 

今
回
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

は
第
二
十
回
と
節
目
の
年
で
あ
り
、記

念
大
会
で
す
。
主
催
者
の
特
定
非
営

利
活
動
法
人
、
小
田
原
市
障
害
者
福

祉
協
議
会
か
ら
最
後
に
抽
選
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。発
表
す
る
度
に
大
き
な

歓
声
が
お
こ
り
、豪
華
な
景
品
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
大
会
も
各
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
様
の
協
力
が
な
け
れ
ば
出

来
な
い
こ
と
で
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
若
い
世
代
に
繋
げ
る

活
動
に
向
か
っ
て
障
害
者
が
楽
し
く

参
加
で
き
る
様
な
企
画
・
行
事
を
行
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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み
ん
な
の
広
場 

 
さ
ん
ぽ
み
ち 

【太陽の季節 記念碑】 



 

 

 

 

 

 

に
な
り
声
も
身
体
も
自
分
で
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
三
ヶ
月
間
の
リ
ハ
ビ
リ
で
話
す
事

と
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
車
椅
子
と
杖
の
生
活
に
な
り

ま
し
た
。
倒
れ
る
前
の
五
年
間
の
記
憶
が
消

え
て
し
ま
い
、
前
主
人
に
Ｄ
Ｖ
を
さ
れ
た
こ

と
も
解
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
退
院
後
は
手
す

り
と
杖
の
生
活
、
障
害
が
あ
る
の
に
炊
事
、
洗

濯
、
掃
除
を
や
れ
と
言
わ
れ
、
動
か
な
い
身
体

に
ム
チ
を
打
ち
二
階
に
洗
濯
物
を
干
し
、
食

事
作
り
に
掃
除
と
一
日
中
家
事
を
こ
な
し
ま

し
た
。
障
害
者
に
対
し
て
理
解
の
な
い
夫
と

は
離
婚
が
成
立
し
籠
の
中
の
鳥
か
ら
自
由
に

な
り
、
実
家
に
戻
り
と
て
も
幸
せ
で
し
た
。 

 

実
家
に
戻
り
五
年
前
の
障
害
者
福
祉
協
会

の
会
長
と
出
会
い
、
第
五
回
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ 

   

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

昨
年
四
月
か
ら
「
身
障
か
な
が
わ
」
の

編
集
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
肢

体
障
害
で
す
が
、
他
の
障
害
に
つ
い
て
も

あ
る
程
度
理
解
し
て
い
た
積
り
で
す
が
、

知
識
や
現
状
等
の
認
識
不
足
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
障
害
者
が
何
に
困
っ
た
り
、

悩
ん
だ
り
し
て
い
る
か
を
理
解
し
て
頂
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
大
き
な
こ
と
も
小
さ

な
話
題
も
伝
え
ら
れ
た
ら
良
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

四
月
に
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
相
模
原
の
施
設
で
の
事

件
、
駅
で
の
転
落
事
故
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
考
え
る
と
物
心
両
面
に
お
い
て
バ
リ
ア

フ
リ
ー
は
ま
だ
ま
だ
で
、
一
層
の
啓
発
活

動
の
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

編
集
委
員 

鈴
木

す

ず

き 

英
雄

ひ

で

お 
 
(

横
須
賀
市) 
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編

集

室

か
ら 

右
側
片
マ
ヒ
と
右
中
指
破
損 

障
害
の
視
点
か
ら 

 

肢
体
部 

相
原

あ
い
は
ら 

み
ど
り 

私
は
右
中
指
破
損
障
害
に
な
り
二
十
年
、
そ

れ
と
右
側
片
マ
ヒ
に
な
り
十
年
目
に
突
入
し
ま

し
た
。
右
中
指
破
損
障
害
は
仕
事
中
の
事
故
で

三
度
の
手
術
を
し
ま
し
た
が
治
ら
ず
第
二
関
節

五
ミ
リ
上
を
切
断
し
、
今
は
指
を
動
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
右
側
片
マ
ヒ
は
、
前
主
人
の
Ｄ

Ｖ
で
脳
内
出
血
に
な
り
、
二
日
間
意
識
不
明
で

目
が
覚
め
た
時
に
は
目
が
霞
み
、
何
も
見
え
ず

顔
が
判
ら
ず
声
だ
け
が
聞
こ
え
、
話
す
事
も
出

来
ず
、
身
体
全
体
が
動
か
ず
、
左
手
甲
に
は
点

滴
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
解
ら
ず
パ
ニ
ッ
ク 

ツ
大
会
の
車
椅
子
五
十
メ
ー
ト
ル
走
に
参
加

し
て
み
た
ら
と
言
わ
れ
、
運
動
オ
ン
チ
な
私
が

出
場
し
た
ら
、
な
ん
と
大
会
新
記
録
を
出
し
金

メ
ダ
ル
を
頂
き
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
続
け
て
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
、
第
八
回

大
会
で
ま
た
も
や
大
会
新
記
録
を
出
し
長
崎
が

ん
ば
ら
ん
ば
大
会
に
参
加
。
金
メ
ダ
ル
二
個
獲

得
し
て
き
ま
し
た
。
今
現
在
は
シ
ニ
ア
カ
ー
に

乗
り
行
動
範
囲
が
広
が
り
、
町
・
県
の
事
業
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
は
若
葉
マ
ー
ク
な

の
で
先
輩
方
に
は
迷
惑
か
け
て
い
ま
す
が
、
色

々
と
教
え
て
い
た
だ
き
活
動
し
て
い
ま
す
。
充

実
し
て
い
て
最
高
で
す
。
平
成
二
十
八
年
四
月

か
ら
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

。
健
常
者
も
障
害
者
も
同
じ
人
間
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
過
ご
し
や
す
い
時
代
に
し
ま
し
ょ
う
。 

      

 
<10月> 

2日(日) 第61回県福祉大会 
(相模女子大グリーンホール) 

8日(土) 全国スポーツ大会強化練習会 
               (麻溝公園競技場ほか) 
13日(木) 肢体部役員会(県社会福祉会館) 
 
16日(日) 視力部会青年部･スポーツ部共催ハイキング 
                  (江の島周辺) 
22日(土) 第16回全国障害者スポーツ大会(岩手県) 
～24日(月) 

 
<11月> 

3日(木) 肢体部歩行訓練(よこはま動物園) 
 
13日(日) 視力部会女性部学習会(平塚市民会館) 
 
14日(月) 肢体部会研修会(伊豆潮風館) 
～15日(火) 
19日(土)･26日(土) 

県障害者スポーツサポーター養成講習会 
            (横須賀アリーナ) 

20日(日) IT講習会「ブレイルメモスマート」操作説明会 
               (神奈川ライトハウス) 
25日(金) 県精神障碍者スポーツ大会バレーボール競技会    

(海老名運動公園総合体育館) 
27日(日) 視力部会職業部研修会（未定） 

 
<12月> 

3日(土)･4日(日) 
県障害者スポーツサポーター養成講習会 
       (横浜市西スポーツセンター) 

10日(土) 障害者文化・芸術祭(小田原市民会館) 
～11日(日)                

18日(日) 肢体青年部クリスマスの集い(藤沢市民会館) 
 
21日(水) 県精神障害者スポーツ大会ボウリング競技会 
              (湘南とうきゅうボウル) 
23日(金) 青年部主催ボウリング大会 
               （厚木プラザボウル） 

< 1月> 
  20日(金) 県精神障害者スポーツ大会卓球競技会 

(寒川総合体育館) 
21日(土)･29日(日) 

県障害者スポーツサポーター養成講習会 
                (秋葉台文化体育館) 
 26日(木) 肢体女性部研修会及び女性部長会議 

(藤沢市民会館) 
 
※問い合わせ 電話：０４５－３１１－８７３６ 

           ０４５－３１１－８７４４ 
              [推進センター] 
        ＦＡＸ：０４５－３１６－６８６０ 
 
http://kanagawa-kenshinren.or.jp/ 

県身連事業予定 

少
し
ず
つ
で
も
無
理
せ
ず
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
行

き
ま
し
ょ
う
。
フ
ァ
イ
ト
。
最
後
に
、
Ｄ
Ｖ
は

絶
対
に
し
て
は
ダ
メ
で
す
。
一
人
の
人
生
ガ
ラ

ス
が
崩
壊
し
ま
す
。 

        

【長崎大会にて】 

この会報は、赤い羽

根共同募金の配分

を受けて発行して

います。 


